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free-energy principle

概 要：

身近な人と話すとき，我々はそれぞれの人の思考を区別して想像することができます。この優れた能力は，

聞いている声を出した人を特定し，その精神状態を推測するための仮説を切り替えることで行われます。こ

の能力をモデル化するために，我々はベイジアン・フィルタリングとモデル選択を統合した新しい学習手法

を開発しました。本研究は，近年着目されている内部モデル仮説および自由エネルギー原理に基づいており，

生理学的に妥当な複数個体間での相互学習の数理モデル，あるいは社会的相互作用を通した社会環境への適

応の数理モデルを構築することを大きな目的としています。本手法では，人工知能は複数の内部生成モデル

を並列に保持し個々のモデルを基に知覚データ (例えば音声) から隠れ状態変数を推論する一方で，オンラ

インのベイズモデル選択により個々の仮説の尤もらしさを評価し，知覚データを生成した可能性の高いモデ

ルのみがモデルパラメータを更新します。我々は本手法を用いて，人工知能に複数の鳥の歌を区別し学習さ

せることに成功しました。このデモンストレーションでは，6羽のゼブラフィンチの歌をランダムに入力し訓

練したところ，入力された歌を生成した可能性の高いモデルを的確に選択し，生成モデルのパラメータを正

しく学習することで，人工知能にその歌を真似して歌わせることができました。この結果は，人工知能が複

数の生成モデルを並列に保持し環境に応じて使い分ける学習方法の有用性を示唆しています。本成果は，複

数の個体が互いに学習し合う状況における内部状態・パラメータの時間発展に関する一般的法則性の導出に

貢献できると期待されます。
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